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昆虫脳情報処理に基づく匂い源探索における 

適応的行動選択過程の解明と工学的実現 

 

志垣 俊介 

 

本論文では，重要かつ工学的難問である匂い源探索問題の工学的実現を行っ

た．生物は不確定要素の多い環境に対して適応的に行動することで匂い源探索

を実現している．そこで，昆虫脳が持つ匂い源探索における適応的な行動選択

過程を解明し，人工物に結実する．そのためまず，脳に電極を刺入し，嗅覚刺

激に対する脳神経応答から運動出力までの一連の情報処理過程を計測した．次

に，神経応答と行動の関係性を解析し，適応的な行動選択過程のモデル化を行

った．その適応的匂い源探索アルゴリズムをロボットに実装した結果，従来手

法に比べ探索性能を向上することに成功した．これにより，匂い源探索におけ

る適応的行動選択機構の一面を明らかにした． 


